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Kyoto University
のサル顔刺激を左右対呈示した.刺激は,被験体にとっ
て未知個体である成熟したニホンザル (オス)の正面顔
を剛史ソフトで加工処理したものをJ7いた.0.5秒以上
のlTlを挟み計5回迎縦して行い,それを1セッション
とした.最初の3試行を各 10秒間のtrr化フェイズとし,
放後の2試行を各5秒間のテストフェイズとした.感化
フェイズでは左右に同じ刺激を昌示し,テストフェイズ
では,パーツ以外が拡大される(絶対Il'j印保持)刺激と,
顔全体が拡大される (相対IIJlm保持)刺激とを対呈示し
た.被験体の各刺激-の注視をビデオカメラを用いて記
録し,それを解析した.結果,左右のうち顔パーツがよ
り大きな刺激に対しより注視する傾向が確認されたが
その他は全個体を通しての特徴的反応傾向は確認でき
なかった.個体内での一貫した傾向も,日齢と反応傾向
との何らかの相関も確認されなかった.これらのことか
ら,ニホンザル乳児に,顔型刺激に対して顔パーツの絶
対的な大きさに対する敏感性が備わっている可能性が
示唆される.
24チンパンジーは心の理論を持つか?
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cal&Tomaselo(1999)が行った非言語的 ｢誤信念
課題｣をわかりやすく改良した課題 (テナガザル 1個体
がクリアした)を考案し,チンパンジーを対象に実施し
た.実験は4条件からなり,まずついたての陰で隠しな
がら,検査者がピー ナツ片を二つのカップのどちらかに
入れてから,①入れたカップをタッピングで指示して,
チンパンジーに取らせる.②側にいる人がカップの左右
を入れ替えてからタッピング指示で取らせる.③側にい
る人が検査者に袋をかぶせて視界をさえぎり,カップの
左右を入れ替えてから,その袋を取り,検査者が先に食
べ物を隠した側のカップをタッピング指示し取らせる
(タッピング指示の反対側が正解).④顔の部分が切り
抜かれている袋を使用し上記実験③と同じ手続きを行
う.その結果,13個体中6個体 (成体チンパンジー5個
体とチンパンジー幼児 1個体)が実験①②を通過した.
この6個体に実験③④を実施したところ,どの個体もタ
ッピング指示通りに選択し,検査者の誤信念を理解する
ことはできなかった.この実験は,検査者がカップの入
れ替えを見えるか見えないかという状況を判断し,さら
に視純な手順を迫って考えるという視覚的継次処理能
力が必要である.チンパンジーはこのような認知能力に
弱さがあるために課題を通過できない可能性があるの
で,今後それを検証していきたい.
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25サル類の加齢性全身性アミロイド症の検索
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対応者 :鈴木樹理
加齢性全身性アミロイド症 (SSA)は高齢者の不整
脈の重要な原因の一つである.原因物質であるトランス
サイレチン (TTR)の遺伝子改変マウスは存在するが,
ヒトの前臨床試験までを望める適切なモデルはない.代
-T<研究者はヒト以外の動物種において,アフリカミドリ
ザルに初めてこの疾瓜の存在を明らかにしたため,ヒト
に近縁な丑長桁の動物モデルの可能性を探っている.霊
長類研究所ですでに病理解剖された動物の心臓を検索
し,ミドリザル以外の種での,この疾患の有無を調査す
ることにした.
ニホンザル 18例,アカゲザル3例,計21例の心臓
ホルマリン固定材料を,パラフィン包埋し,HE染色,
ダイレクトフアストスカーレット(DFS)炎色 (アミロ
イドを検出),TTRに対する免疫沌色を行った.
21例中10例に線維化,4例に軽度のリンパ球浸潤
を認めた.このうち34歳 (メス)の老齢ニホンザルは,
非常に高度の線維化を認め,心筋線維の関にDFS陰性,
TTR陽性の沈着物を認めた.他の肋物はすべて陰性だっ
た.
アミロイドは細線維が血合することで生成され,
DFSは重合が発展した線維に結合するが,TTRは線維
の構成タンパクに反応する.すなわちTTR免疫敗色で
は病変の発展が未熟な段階から,病変を兄いだすことが
可能である.今回の結果から,ニホンザルにSSAが存
在する可能性が明らかとなった.
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対応者:三上群允
霊長研で飼訂されているインドネシアパンガンダ
ラン由来の錐体欠的をもつ系統の子ザルの遺伝子型を
同定し,2頭が2色型,2頭が3色型であると考えられ
る結果が得られた.これらのサルの色覚の特性を行動実
験で明らかにするため,色弁別課題を行わせた.まず色
弁別実験を行なうための刺激と装置を開発し訓練を行
なった.刺激としては赤,緑,黄の単色に鋭いピークを
もつ三種類のLEDによる照明光を視覚刺激として用い
た.これら3種類のLEDを組み込んだ箱の前面に円形
